2010年度海外臨床実習報告書 Jewish General Hospital,ER Cardiology Consultation Service by 塚原 珠里
実習期間：５月１０日～６月６日（４週間）


























































日々の実習は朝８時から１時間 Morning Teaching と言って McGill 大学の学生２人，Resident３人，
Fellow２人，Attendant１人，たまに Observer１～２人の約１０名で ECG の読み方，心房細動の治療，ACS
の診断，治療など循環器疾患に関するトピックについて学習会をします。学習会の Organizer は Student，




International の学生は McGill 大学にとって珍しいことではないので，日本人だからと言って容赦されるこ
とはなく Topic について知っていること，疑問点などをどんどんぶつけるよう言われます。一度発言の機
会を失うと以降どんどん発言の機会を失う気がして，２日目の Morning Teaching から本当に他愛のないこ
とでも発言するようにしました。
ER Cardiology Consultation Service
Morning Teaching が終了すると ER へ行き，夜間，日中に ER へ来た患者や院内の他科に入院している
患者の循環器関連の主訴を基に診療にあたる業務につきます。実習開始後２日間は指導医にくっついて，
McGill 大学の学生はどの程度まで臨床実習でやるのかを見学させてもらい，３日目からは実践の場に私も
送り込まれました。毎日 Cardiology Consultation Service が担当する症例は平均１０～１５症例程で，私が

































れた ECG を読むという業務にあたりました。ECG を渡されて“何が分かるか”と聞かれ，所見を言い，そ
れについて毎回フィードバックされるという作業をひたすらくりかえしました。
６．McGill 大学の学生について
私が ER を Rotation していた時に McGill 大学の学生と一緒に回ることはなかったので，実際に McGill 大
学の学生が毎日どのように実習をしているのかは話に聞く程度にしか知ることはできなかったのですが，学

















で後少しで Resident になるのだから今のうちに多くを吸収するように」と言い，またそのように McGill 大
学の学生と同様手を抜かずに厳しく指導してくださったのも嬉しかったです。今日本に帰ってきて Jewish
General Hospital にいたときのことを思うと，本当に４週間が一瞬で過ぎてしまったかのように楽しかった
し，この時期にカナダにいくことができて本当に良かったなと思います。何事も経験でたくましくなってい
くのだなと思います。
後輩のみなさんに伝えたいのは，何事もやってみたいと思うことがあるのならばまずやってみてほしいと
いうことです。今回の私の留学のように自分で渡航先を見つけてそれに向けて準備をしていくのは予想して
いる以上に厄介なことが多く，またそれをサポートしてくださる富山大学の先生方にも多くの負担を強いる
ことになります。
しかし，自分の行ってみたい国へ行って長期間その環境に身を置くということはこれから先何度でもある
チャンスではないと思いますし，行きたいと思った時に行かないとそのようなチャンスはなかなか巡ってこ
ないのではないかと思います。今回の留学は学生のうちに海外で刺激を受けて奮闘する機会があって，本当
に良かったなと思えるものになりました。次回は医師としてもう少し成長し，いろいろな波にもまれた後に
行けたらよいなと思います。今海外実習を考えている人は是非行きたいところへいってきてください。
今後海外実習を考えている方で質問があれば何でも聞いて下さい。
最後に，今回の留学に関して推薦状を書いて下さったり，McGill 大学の留学担当の方との連絡を取って
いただいた山城先生，留学許可をしていただいた宮脇先生，本当にありがとうございました。
富山大医学会誌 ２１巻１号 ２０１０年74
